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明
海
大
学

不
動
産
学
部

不
動
産
学
部
で
は
2
年
生
か
ら
設
計
演

習
が
ス
タ
ー
ト

す
る 。
学
年
が
上
が
る
に

つ
れ 、
街
並
み
や
共
有
雌
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
意
識
し
た
約
50
戸
の
住
宅
雌
計
画
や
ホ

ふ、

ド

テ

ル不
動
産
の

開発企画書作

成
を
行
う
が 、
そ
の
最
初
の一

歩
と
し
て 、

作
図
の
基
礎
的
技
能
を

身
に
つ
け
て
い
る 。

設
計
の
授
業
で
実
際
に
図
面
を
描

い
て
い
る
と 、

普
段
の
生
活
で
見
落
と
し

て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る 。
そ

の
1
つ
が
ド

ア
の
開
き
方
だ 。
例
え
ば 、

大
勢
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー

ル
の
ド

ア

は 、
緊
怠
時
に
速
や
か
に
外
へ
出
ら
れ
る

よ
う
に
会
場
内
か
ら
外
に
開
く 。
ま
た 、

多
楓
能
ト

イ
レ
の
ド

ア
は
車
い
す
や
ベ

ビ
ー

カ
ー

の
方
も
入
リ
や
す
い
輯
広
な
ス

ラ
イ
ド

が
主
流
に
な
る 。
こ
の
よ
う
に 、

日景閏
不動産学部

2年

生
活
や
人
の
行
動
と
ド

ア
の
開
閉
は
身
近

で
あ
り 、

不
動
産
を
計
画
。

設
計
す
る
上

で
の
工
夫
が
詰
ま
っ

て
い
る 。

そ
れ
で
も 、
ト

イ
レ
の
個
室
の
ド

ア
に

つ
い
て
は
ど
う
設
計
す
る
か
悩
ま
さ
れ

た 。
ト

イ
レ
は
建
物
の
用
途
を
問
わ
ず
必

ず
設
置
さ
れ 、

様
々
な
利
用
ケ
ー

ス
が
考

え
ら
れ
る
か
ら
だ 。
ト

イ
レ
の
ド

ア
は 、

外
側
に
開
く
の
が
望
ま
し
い
ら
し
い 。
こ

れ
は
体
調
不
良
で
倒
れ
た
と
き
な
ど
の
緊

急
時
に
中
に
い
る
人
が
ド

ア
に
当
た
ら
ず

救
助
で
き
る
か
ら
だ 。
実
際 、
私
の
家
は

そ
う
な
っ

て
い
た 。
商
業
施
設
な
ど
の
ト

イ
レ
は
ど
う
だ
ろ
う
か 。
ほ
と
ん
ど
の
ド

ア
は
内
開
き
だ 。
外
開
き
に
す
る
と
人
と

接
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め 、
内
開
き

が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
納
得
し
た 。

し
か
し 、
こ
れ
で
は 、
理
想
と
乖
離

し
て
お
り 、
緊
急
時
に
危
険
だ 。
ま
た 、

大
荷
物
の
と
き
は
入
る
の
が
困
難
な
ト

イ

レ
も
あ
り 、

苦
労
し
た
経
験
も
あ
る 。
一

方
で 、

多
機
能
ト

イ
レ
の
よ
う
に
ス
ラ
イ

ド
式
の
ド
ア
に
し
た
場

合 、
ド

ア
の
と
り
つ
く
向

き
や
収
納
ス
ペ
ー

ス
に
課
題
が
生
じ
る 。

そ
こ
で 、

人
に
当
た
る
リ
ス
ク
を
醗
減

し 、
狭
い
ス
ペ
ー

ス
で
実
現
で
き
る
蛇
腹

式
ド

ア
を
考
え
た 。
部
犀
を
仕
切
る
場
合

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
ド

ア
を 、

ト
イ
レ
に
利
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か 。
こ

こ
で
問
題
の
1
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

が
防
音
性
だ 。
蛇
腹
式
は
折
り
畳
め
る
よ

う
に
ド

ア
自
体
に
使
用
さ
れ
る
素
材
が
輯

霰
員
コ
メ
ン

ド
ア
（
建
具）
は 、

建
物
に
付
加
し
て

一
体
と
な
リ 、
そ
の
不
動
産
の
使
い
勝
手

を
印
象
づ
け
る 。
図
面
を
引
く
と
き
に
そ

う
し
た
こ
と
が
意
識
さ
れ 、
一
般
化
さ
れ

て
い
る
概
念
の
理
由
を
探
り 、

新
た
な
提

案
に
求
め
ら
れ
る
条
件
が 、

継
続
的
な
利

用
や
製
造
等
を
踏
ま
え
て
整
理
さ
れ
て
い

る 。

（
前
島
彩
子）

く 、

厚
み
が
薄
い
た
め 、

現
在
利
用
さ
れ

て
い
る
ド

ア
よ
り
も
防
音
性
を
維
持
す
る

の
が
難
し
い 。
こ
の
提
案
は
建
物
所
有
者

や
製
造
業
者
に
管
理
。

衛
生
面
や
開
発
に

お
い
て
革
新
が
必
要
だ
が 、

利
用
者
に
新

し
い
刺
激
を
与
え 、

利
便
性
の
向
上
が
期

待
で
き
る 。

こ
の
よ
う
に 、

身
の
回
り
の
も
の
を
既

存
の
概
念
か
ら
考
え
直
す
こ
と
で 、

授
業

で
得
た
知
識
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た 。

こ
れ
か
ら
も
身
近
な
も
の
に
着
目
し
て
楽

し
み
な
が
ら
学
び
を
深
め
て
い
き
た
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入札数

10~1 

16~20本

21~25本

26~30本

31~49本

50本～

合計

千代田区
中央区

青区
文京区
台東区
墨田区
江東区
品川区
巨黒区
大田区

世田谷区
渋谷区
中野区
杉並区

区

号長
板橋区
練馬

→ -

詞区
江戸）1|区

合計

界
2
区
矧
ー＿‘¥
木
牛
f
割
會

を
見
る
と 、
足
立
区
が
30
件
で
最

も
多
く
断
ト

ツ
で
あ
る 。
2

番
貝平

―-===
 

コ
リ
ア
ー

ズ
。

イ
ン
タ
ー

ナ

シ
ョ

ナ
ル
・

ジ
ャ

パ
ン
（
東
京
都
宰眉

千
代
田
区）
は 、
『
大
阪
オ
フ
孟
3で

ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
レ
ポ
ー
ト

／
2
0

2
5
年
第
2
四
半
期
(
4
S
6
日[

期）
大
阪
市
中
心
部
・

グ
レ
ー
ド

A
オ
フ
ィ

ス』
を
ま
と
め
た 。

同
調
査
は 、
葦
準
階
面
積
が
お”

お
む
ね
1
0
0
坪
以
上
の 、
主
にりn〉

賃
貸
用
途
の
大
阪
市
内
の
オ
フ
ィ＞

ス
ビ
ル
の
う
ち 、
同
社
の
独
自

尋

準
で
選
定
し
た
「
グ
レ
ー
ド
A
オ
⑮

フ
ィ

ス」
を
対
象
に
実
施
し
た 。
＞し

今
期
の
大
阪
市
中
心
部
の
新
規パし
『

供
給
量
は
前
期
か
ら
減
少
し 、
1 n、JI

­

万
6
0
0
坪
だ
っ

た 。
ネ
ッ
ト

ア／

ブ
ソ
ー

プ
シ
ョ
ン
（
空
室
を
吸
収
]

し
た
需
要
面
積）
も
1

万
1
0
0

坪
で
ほ
ぼ
同
水
準
に
な
っ

た
結
畏i
­

と
し
て 、
空
室
率
は 、
前
期
か
うi­

横
ば
い
の
3
。
3
％
だ
っ

た 。

当[
­

面
は 、
大
規
模
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
LV

­

新
規
供
給
は
少
な
い
と
見
ら
れ 、

門

タ
イ
ト

な
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
継
細

す
る
と
予
想
し
た 。
一
方
で
賃
斜

の
上
昇
傾
向
が
明
確
と
な
り 、
一＿
《

部
の
ビ
ル
オ
ー

ナ
ー

は
建
て
誓
牙

計
画
を
具
体
化
し
始
め
て
い
る 。

こ
れ
に
よ
り 、
中
長
期
的
に
は
碑

大
阪
市
中
心

室
率
は
3
。

3

%

し

コ
リ
ア
ー

ズ
・
ジ
ャ

パ
ィ


